
豊田工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 都市計画
科目基礎情報
科目番号 54222 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 「図説わかる都市計画」森田哲夫・森本章倫 編著　明石達生・浅野聡・伊勢昇・佐藤徹治・塚田伸也・轟直希・柳澤吉
保・米田誠司　著（学芸出版社）ISBN：978-4-7615-3277-2／適宜資料等を配布

担当教員 亀屋 惠三子,縄田 諒
到達目標
(ア) 現代社会における都市計画の課題の位置付けについて説明できる。
(イ) 都市の形成と近現代都市計画史について理解している。
(ウ) 都市計画の制度、手法と理念について説明できる。
(エ) 我国と欧米の土地利用計画の仕組みについて理解している。
(オ) 関係法令の遵守とグローバリゼーション・異文化・多文化について理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目(ア) 現代社会における都市計画の課題
の位置付けについて説明できる。

現代社会における都市計画の課題
の位置付けについての概要を説明
できる。

都市計画の課題の位置付けについ
て説明できない。

評価項目(イ) 都市の形成と近現代都市計画史に
ついて理解している。

都市の形成と近現代都市計画史に
ついて概ね理解している。

都市の形成と近現代都市計画史に
ついて理解していない。

評価項目(ウ) 都市計画の制度、手法と理念につ
いて説明できる。

都市計画の制度、手法と理念につ
いて概ね説明できる。

 都市計画の制度、手法と理念につ
いて説明できない。

評価項目(エ) 我国と欧米の土地利用計画の仕組
みについて理解している。

我国と欧米の土地利用計画の仕組
みについて概ね理解している。

我国と欧米の土地利用計画の仕組
みについて理解していない。

評価項目(オ)
 関係法令の遵守とグローバリゼー
ション・異文化・多文化について
理解している。

 関係法令の遵守とグローバリゼー
ション・異文化・多文化について
概ね理解している。

 関係法令の遵守とグローバリゼー
ション・異文化・多文化について
理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B2 建築分野の必要な基礎的知識や技術を修得する。
JABEE d 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要
本科目では、都市計画に関する基礎的でかつ重要な事項について、諸外国の事例も含めて取り上げる。都市に生活し仕
事をする人々が快適に過ごしていく場として、その都市がどのように計画されているかを多角的な視点から学習する。
また、そのための調査や分析、関係法令の概要等についても学ぶ。

授業の進め方・方法 教科書、配布プリントとパワーポイントを用いて、授業を進める。

注意点 (自学自習内容)授業内容に該当する項目について、科目担当教員の薦める文献等て予め調べてくること。授業内容に関連
する課題を毎回提出すること。

選択必修の種別・旧カリ科目名
規制技術に含まれるものはない
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週
都市の概要：都市の概念と定義、都市の機能、都市化
－都市と農村
自学自習（教科書1,2章（2週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（イ）

2週
都市の概要：都市圏、行政単位としての都市の範囲と
人口集中地区、都市化と都市問題
自学自習（教科書2-1章（3週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（イ）（ウ）

3週
近代都市計画の変遷：都市計画史、世界の都市計画
自学自習（教科書2-1章（4週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（イ）（ウ）

4週
近代都市計画の変遷：都市計画史の深掘り、理想都市
計画の詳細
自学自習（教科書3章（4週授業の重要箇所）の講読）

上記（ア）（イ）

5週
都市計画の概要：都市計画の基本、都市計画の体系
自学自習（教科書3,4章（6週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（イ）（ウ）

6週 地域計画：都市計画の制度、都市マスタープラン
自学自習（教科書4章（7週授業の重要箇所）の講読） 上記（イ）（ウ）

7週 地域計画：都市計画マスタープランと前半のまとめ
自学自習（１～７週の配布課題の整理・まとめ） 上記（イ）（ウ）（エ）

8週
地域計画：都市計画ＭＰ、土地利用計画
自学自習（教科書5,6章（9週授業の重要箇所）の講読
）　　

上記（ウ）（エ）

4thQ 9週
地域計画：土地区画整理事業、市街地再開発事業　
自学自習（教科書6章（10週授業の重要箇所）の講読
）　

上記（ウ）（エ）



10週 都市の開発：都市開発と都市更新　　　　　　　
自学自習（都市更新・都市開発の事例調査） 上記（ウ）（エ）

11週
都市の開発：都市開発と都市更新の事例研究　　
自学自習（教科書12章（12週授業の重要箇所）の講読
） 上記（ア）（エ）（オ）

12週
都市の開発：都市防災計画
自学自習（教科書8章（13週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（ウ）

13週
都市の開発：都市交通計画
自学自習（教科書11章（14週授業の重要箇所）の講読
）

上記（ア）（ウ）

14週
都市計画に関する法制度：都市景観計画、都市のイメ
ージ
自学自習（１１～１４週の配布課題の整理・まとめ）

上記（ウ）（エ）（オ）

15週 後期の総まとめ
自学自習（１～１５回の総復習） 上記（ア）（イ）（ウ）（エ）（オ）

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

3

専門的能力 分野別の専
門工学 建築系分野 計画・歴史

現代社会における都市計画の課題の位置づけについて説明できる
。 4 後1,後2,後

10
近現代都市の特質と課題について説明できる。 4 後2,後10
近代の都市計画論について説明できる。 4 後6,後7
現代にいたる都市計画論について説明できる。 4 後6,後7
市街地形成と都市交通のあり方について説明できる。 4 後12,後13
街路計画の手法と理念について説明できる。 4 後12,後13

日本の土地利用計画の仕組みについて説明できる。 4 後3,後4,後
9

方法・制度の変遷について説明できる。 4 後9,後10
景観形成・風景計画、用途・形態規制の仕組みについて説明でき
る。 4 後14,後15

市街地を開発する仕組みについて説明できる。 4 後3,後15
土地区画整理事業について説明できる。 4 後3,後5
市街地再開発事業について説明できる。 4 後4,後5
地区計画制度について説明できる。 4 後4,後5
建築協定・緑化協定などの住民参加・協働のまちづくりの体制に
ついて説明できる。 4 後5

都市と農村の計画について説明できる。 4 後1,後2
都市・地区・地域・建築物の規模に応じた防災に関する計画、手
法などを説明できる。 4 後12,後14

評価割合
中間試験 定期試験 課題 合計

総合評価割合 30 50 20 100
専門的能力 30 50 20 100


